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ft
經
濟
缘
は
' '「

經濟现論の化
」
「

M
濟
理
論
の 

縣
針
資
料
に
ダ
る
檢
證
の
技
術」

，と
考
え
ら
れ
て
W

る

が

筆

者

、の 

構

,®
す
る
I

經
濟
學
は
軍
に
观
論
と
親
計
と
を
結
合
す 

で
は
な
く
既
存
の
理
德
基
い
て
資
料
を
分
、析
し
理
論
で
輿
え
ら
，
 

办
艺
^
數
の
'パ
ラ
-
タ
!1
%
第
定
す
る
i
,
同

時

に

資

料

か

^

導

か 

れ
Iる
®-
驗
公
武
を
逆
に
測
論
、化
す
る
ブn

セ
x

t

も

包

含

す

、る

も

' 

，
の

で

私

今

過

去

に

於

て

'

經
勝
學
饽
跗
嫁
の
景
，的
把
握
が
困
難
で 

ぁ
つ
た
\
め
物
理
學
そ
の
他
の
g
'-
M
驗
科
學
の
如
含
驚
識
的
經
驗 

を

經

る

こ

と

な

の

裡

kv
農
さ
れ
た
經
驗
に
基
く
现
諭 

構
成
を
餘
满i

i

く
さ
れ
た、

め
！
：

時
し
か
論
现
的
撒
作
の
み
で
鈴 

濟
學
如
俯
交
す
义
か
の
’如
老
鎅
魘
が
疔
ゎ
れ
も
の
據
跡
妒
現
代
の 

經

濟

學

者

の

鑛

中

に

す

ら

殘

存

じ

て

い

石

。

!!
•
量

經

濟

學

が

未

龙
 

:
.
'
に

齡

济

^
^
.
^
分

麥

.の

免

-<
.考

£

ら

，̂

で

い

る

所

以

で

^

る

。
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四
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と
ょ
り
徙
ら
に
資
料
を
滿
集
す
る
こ
>
ー
が
科
學
で
'な
い
^
と
故
明

か
で
^

る
が
經
驗
的
基
•礎
‘の
§

な
論
观
體
系
を
以
て
し
て
は
そ

、の‘推
論
,̂
如
，何
に
！̂
織
を
#
め
て
も
確
:1
5
装
豫
見
し
敦
り
な
く
狩
_.

動
す
石
^
_と
は
覺
っ
か
焱
い
。
不
確
K '
な
前
提
に
依
摅
す
る
精
緻

な
现
論
^
系
が
濘
み
體
添
化
亭
れ
岂
る
經
驗
吖
集
積
に
劣
浴
も
^
.

で
あ
石
匕
と
は
^

^
數
の
.

^
を
無
視
し
て
克
明
な
|}
-

^
を
^
:

う
の
と
-|
.
.
1斷
で
あ
る
。E

c
o
n
o
m
e
t
r

b,. s
c
c
w
t
y

 

の
^
成
後
^
に

,

廿
¥
を
經
厂
^
し
た
今
：1
1の
訐
1:
經
濟
^
は
旣
に
テ
ス
ト
の
時
期
を

,

、終
り
：̂
输
ど
統
計
と
' の
結
合
•で
は
，な
べ
意
識
的
！
^

と
理
論
構
成

と
い
う
不
可
:4
の 
一一f

そ
の
內
に
包
含
す
る
も
の
と
し
て
-經
濟

學
そ
の
も
の
、に
逛
發
M
し
た
、
否
經
濟
^
が
は
匕
め
て
^

學
と
.レ

て
の
條
件
を
具
備
^

る
に
至
つ
た
と
誇
え
る
，ベ
，き
で
あ
ろ
う
。
ぐ

‘
經
濟
現
象
の
計
最
的
分
析
を
行
う
に
は
先
ず
理
論
の
示
す
と
：;？
:

ろ
に
し
た
が
つ
て
如
何
な
が
資
料
を
蒐
集
或
は
作
成
せ
ね
ば
な
ら
：

ぬ
か
を
■決
定
し
^
rc
資
料
の
信
/
I性
を
確
め
る
必
要
が
あ
る
"
資 

，料
が
統
晚
資
乳
で
興
ぇ
ら
れ
义
ゆ
八
ロ
-5
^
敕
計
調
^

の
^
に
被
調 

*
济
の
犯
サ
誤
謬
1
谓
傲
を
拂
り
必
耍
が
，あ
吻
ま
た
多
く
^

場
合 

に
资
料
は
罾
ホ
ザ
.^
の
か
た
>
で
與
ぇ
ら
れ
る
か
ら
標
本
-t
t

m
の 

際
に
拱
3
る
誔
差
並
に
姆
集
^

1

^

^

^

1
偏
氧
を
豫
め
算
定
し 

て
紀
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
後
乾
に
_

nl
-
學
的
方
法
が
使
用
さ 

れ
る
o 
t

れ
ら
.の
，擴
備
的
乎
績
き
は
資
料
か
ら
縝
营
れ
る
結
果 

の
眞
:«
性
を
評
定
す
る
、た
め
^
缺
く
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
で
あ 

る
。
次
が
相
關
法
に
依
^
现
論
式
の
函
數
形
ゼ
炅
體
化
し
パ
戸
メ 

ク
ィ
を
；

し
て
導
出
さ
れ
た
，紙
果
が
豫
め
迦
論
的
に
考
ぇ
ら
れ
. 

た
結
^
と
.一
致
す
必
か
^
か
を
檢
射
す
^
。
_.資

料

分

す

，
の 

理
論
的
豫
期
に
一
致
す
れ
ば
我
々
は
观
諭
の
，资
當
性
を
承
認
す
る 

と
同
時
光
谅
-1
さ
れ
>
掏
數
を
鹩
濟
政
策
の
装
縣
と
し
て
贺
用
し 

ち
る
の
.

る
が
观
論
的
‘豫
期
と
分
析
盤
と
が
無
禪
し
捋
な
い
‘ 

辟
へ
度
の
3T
5
離
を
示
す
場
/ ^
に
は
理
論
か
^
析
方
法
か
の
例
れ
か
e 

ネ
货
全
で
あ
る
名
の
と
^
做
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
也
れ
る
。
’̂1
-
1: 

經

濟

學

，
が

單

，に

§

論

を

具

體

北

す

る

試

み

杧

す

ぎ

祖

も

の

.
で

あ

，
れ 

，ば
こ
の
分
析
は
失
敗
芯
を
わ
づ
た
と
し
て
索
却
さ
れ
る
^
命
に
あ
‘ 

f
b
浙
し
經
濟
學
が
經
驗
科
擧
の
•地
位
を
生
張
す
^
以
上
斯
の
如 

舍
忙
训
ん
屮
べ
舍
で
は
為
い
。
前
述
れ
.如
'<
观
論
は
意
識
す
ノ
0
と 

咨
と
に
狗
ら
ず
經
驗
的
辨
馊
に
联
^

て
い
る
の
で
あ
り
多
少
と
も

そ
，の
理
^'
、が
«
成
$
れ
欠
||
:
會

御

條

件

に

依

據

す

る

、
か
.
ら

必

し

、
 

、
|

^

^

的-»
'

位

を

超

ぇ

，
で

凡

％

る

社

-#
的

條

件

に

普

遍

的

に
 

资

常

す

み

を

，
の

で

，は

な

X

、
撤
#
的
條
件
が
變
化
す
私
ば
方
涅
式 

の
パ
ラ
メ
タ
'
1g

み
で
な
く
函
數
形
そ
れ
向
身
，も
變
北
す
る
可
彿 

.性
が
存
す
る
の
、で
あ
る
10
我
々
は
常
に
®

論

發

坐

，の

社

會

的

條

仲
 

を
考
歡
し
で
そ
の
®.
常
性
の
服
界
玄
意
識
せ
，私
ば
な
ら
な
い
o

し 

，た
が
つ
て
經
驗
と
跑
論
の
^
離
を
發
M ,
す
る
こ
と
に
こ
そ
现
論
赞 

p.
の
契
機
が
含
ま
.れ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
訃
觉
.例

' ̂

•析
、の
結
银
が
理
論
>
の 

一
f

缺
く
場
合
に
谀
クp

:^.

す
ベ
き
こ 

4
は
，一
.方
尤
廣
辦
の
嗝
憑
性
お
溶
慮
し

-o
x
现
、論
'
の
再
，
梢

成

を

^

み
る
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
0

り

,

,

,
,
,
本
稿
は
佑
述
の
补
最
經
濟
襻
の
方
法
を
消
费
者
耑
要
法
則
の
蚵 

究
<
適
用
•レ

わ

の

‘
で
.あ
る
。
.
需
要
法
則
の
訃
量
的
硏
究
は 

w
e
a
r
y

七

M
o
r
e

以

來

徵

多
く

：：；：

わ

れ

て

い

る

が

S
u
l
t
s
k
y

外 

來
の
愤
値
现
論
に
*

ヤ
た
，廣
料
八
刀
祈
はA

l
l
e
n
,
B
o
w
i
e
y

 

Z

 

s F
a
B
i
l
y

 

E
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e

 

1

/v
d

M

o

vは
じ
め
と
す
る
。
我
 々

は
兩
敎
授
P
線
に
沿
い
茨
出
擴
張
紘
を
中
心
と
し
て
硏
究
を
す
、 

める。

ブ

* 

'

,

,需
耍
量
決
淀
6
耍

因

:

’ 

ノ

-
ゾ 

理
論
の
眾
す
と
^
ろに從えぱ、偭
人
の
に
対
す
る
消
费 

的
需
耍
ぬ
次
の
三
要
因
、
，郎
ち
所
淨
、',
諸
財
貨
の
價
格
、
及
び
喂



潘

锁

鬆

に

っ

ぃ

く

て

—
-

-好
ぺ
减
は
習
惯)：

に
，依
り
決
定
さ
^
名
？
し
た
が
つ
ス
消
費
的
需 

要
f

,の
^

ft
的
硏
究
は
先
ず
、o
れ
G

H
要
®
以
外
の
要
讀
が
存 

在
す
る
か
g
か

.r
fe
討
し
吏
に
，(

三
要
冈
の
み
が
爾
€
量
決
定
跤 

參
與
す
る
'で
と
が
'減
|
|さ
れ
'た
な
ら
*は)

そ
机
ら
の
#
化
に
，應
e 

て
需
要
a
が
如
：

1
：

に
變
化
す
名
'か
ぎ
具
體
i

數

调

係

'に

於

で

把

メ 

握
す
る
と
と
を
m
l的
と
せ
ね
ば
な
、
な
い
'。
'多
變
數
函
數D

"
f

f
F
T

 ̂

v
…

…

囊

H…
…

_

に
於

て
^
:

a.

數

？

及
び
^

の
_
化
に
，1#
;
じ
る
b

，
の
，
铋

化

は

全

微

彳 

分
に
ょ
つ
て
與
え
ら
れ
る
,0
,
,
.

,
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D
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;

し

碧

て

屬

係

數

^

み

」

，

g

々
が
知_

ら
れ
V
ぼ
，こ
，れ
ら
三
要
囚
の
總
て
が
同
時
に
變
化
し
た
#
合
に
坐 

ず
ベ
き
爾
嬰
||
:
の
M
化
を
.求
め
る
と
と
が
出
來
る
/わ
け
で
あ
る
。

, 

こ
f

H
要
因
が
ぅ
ち
經
濟
的
^

重

婴

な

の

は

^

格

及

び

所

微

で
 

あ
り
嗜
好
^

^
ろ
社
#
的
條
件
と
者
次
る
べ
き
、も

の

で

あ

る

が

木

, 

稿
で
.は
，缺
も
重
要
，且
つ
_

*
Te
あ
る
惯
格
■變
.化
の
影
響
を
把
握
す
‘； 

る
準
備
例
僻
程
^
し
て
^!
好
變
把
>!
所
得
if
化
に
關
す
る
測
定
を 

行
わ
ん
と
す
'る
も
の
で
あ
る
。

‘
；

：

.

'■、
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’

…
-

.
パ 

\

 

.
; 

, K
 

四
'二
，

0
1二 

5
 -

-

,

こ
、
で
ま
ず
分
析
の
手
掛
り
と
饭
るf

e
i
s
-
B
o
w
l
e
y

の
一

次

 

選

擇

ス

ケ

ー

、
ル
o'
f
 

s
 

p
r
e
f
e
r
e
n
c
e

 Seale〕

，
の

假

説

を

 ̂

し

消

廣

者

の

選

擇

ス

ヶ

ー

ル

へ

ひ

い

て

故

效

用

函

數

，
の

か

た

ち

)

,
と
支
出
横
張
線
¥
の
關
係
を
呢
か
に
し
て
方
く
こ
と
^ \
便
利
で
ぁ
、
 

ろ
‘ぅ
パ
と
へ
假
^

は
勿
論
均
衡
購
入
が
W
現
ざ
れ
る
と
と
を
前
提 

-と
し
て
~い
る
の
で
ぁ
る
？ 

ン
‘ 

>

■ 

 ̂

■ 
*
!
.
一
 

次
.形
^
擇
ス
ヶ
一
ル

の

假

說

' 

>

ノ
ま
：̂

外
箇
の
財
に
つ
い
<て
一
般
的
に
成
立
す
る
こ
と
を
示
し
次 

:

に11

財
の
場
合
を
と
つ
て
說
明
す
る
Q「

$

財
の
場
合J 

'

限
#
代
替
率
が
各
財
の
購
入
量
を
^
素
と
す
る
一
次
式
の
比
^
:
_ 

ぁ
る
と
一K

ぅ
特
I
な
場
合
を
假
定
し
こ
れ
を「

一
次
形
選
擇
ス
，ヶ 

11;
ル
q
と
呼
ぶ
‘。
各
財
の
第
れ
骄
肖
の
財
に
對
す
.る
限
界
代
替
!

 ̂

を

1^
1
と

し

洛

狀

の

量

を
.f
.
と
げ
れ
狀
Q

H

r

2
.

1
53)

：

，

"-i?

じ：

切 3

«4

.
♦»
ー
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^

+

»ゴ

-̂
+

^

け̂+

.
十
％
3?'
“
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、
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^
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^
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+
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も

L
>
+

.

.
+
»
2
W
_
S
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' 

, 
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■
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P
^
.
L
n
p
T
n
'«
1 

+ 穿3

^.
十

.

.

…

.
，
.
.
+
.
穸 

n
X
n

,,

1

先
形
の
選
擇
ス
ヶ
ーK

を
假
定
し
た
場
令
の
.均
衡
條
件
は
次
の
.，
 

知
く
な
る
？
、

6

を
總
出
額
：.

(

.所
#<
} 

iじ
' 
务

.、を
各
.財
.に

對

す

.
る 

支
出
額
と
，す

れ

ば

■ 

* 

.

‘-61+

,?
+.

.
+ 
$
=
=
，
及
び 

、

.

；5

さ

I

!

!

I

I

I
I

I
I

!

1

I

I

i

5
J
+
r
^
+

か
1
2
^
+.~h

crlln€n

.
"
^
+
^
>
1
^
+
&
2
1
:

,?
+
.
*
4̂
良 n

=

十̂
^

>

+

r务

.+

.

.

.十.

こ

、p

r
=

—
^

~

. 

f

o
ト
及 S

=
l
,
2
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。
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ず
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瞭
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、
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す
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ヶ
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れ
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出
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係
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總
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額
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。
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總
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滿
足
さ
れ
る
關
係
で
ぁ
‘る
。

一
次
形
舞
！！
^
ヶ
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友
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總
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。
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^
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蹲
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總
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。
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右
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述
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總
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め
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of p
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蒐
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資
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條
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す
る
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す
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述
ベ
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が
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集
m

l
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れ
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れ
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'
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。
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內
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P假
說
に
甚
く
支
出
擴
張
方
程
式
は
茆
場
偵
吣
砠
微 

及

び

選

擇

ス

ヶ

ー

ル

、
が

與

ぇ

ら

れ

た

場

合

に

咏

_

妃

財

貨

へ

の

-
支 

出
額
が
そ
の
家
族
の
總
支
出i

’(

所
得)

に
一
次
の
紕
係
で
侬
存 

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
名
0、
し
か
ら
ば
こ
.

假

說

：
の
：资

當

性

を

檢
 

-識
す
る
rc
^
ど
，ぅ
し
た
ら
よ
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か
こ
れ
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計
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技
術
的
な
諫
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と
な
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。
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考
え
ら
れ
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.
家
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を

吗

む
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種 

稗
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變
牝
し
ゼ
皮
應
免
覜
察
す
る
灾
法
で
1
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、
乙
の
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赞 
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ひ
得
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術
的
.に
可
能
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述
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な
集
團
か
ら
M
得
水
準
を
異
に
す
る
多
數
の
象
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を
選
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特
圮
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坪
ず
る
突
出
額
が
各
家
L

花
す
る
滩
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程
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刖
得
水 
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と
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關
係
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で
檢
討
す
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ろ
ぅ
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か
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各
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各
家
族
每
に
相
違
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら

第 … ' 表
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•

以
上
述
べ
た
，條
#
を
具
備
す
<る
;^
思
ゎ
‘れ
る
染
阁
に
>つ
、い
て
水 

平
軸
に
所
得
を
目
盛
り
垂
直
軸
に
支
出
額
を
目
盛
つ
た
f
面
上
に
‘

‘相
關
點
圖
^-
麗
く
.と
.^'
3
直
線
的
：な
分
布
sr
k
す
ド,?
と
：が
'
.■̂か
'
- 

る
。
最
小
自
乗
法
に
ょ
ゝ
り
直
線
の
當
嵌
め
を
行
つ
て
相
關
係
數
を 

求
め
る
，と
概
來
9°
0
以
上
の
良
好
な
货
果
^ 4
得
る
。
こ
の
こ
と
は 

L
i
n
e
a
r

の
假
說
の
近
似
度
於
相
當
に
谪
い
こ
A
を
意
哝
す
る
。

.
こ
丨
の
様
に
し
て 

'

支
出
擴
張
線
が
引
か
れ
た
な
ら
ば
パ
デ
メ
タ
ー
，
 

产
反
び
さ
の
織
を
集
囫
別
贮
比
較
し
て「

夫
< 

の

集

圈

の

平

'均

的 

,
選

擇

：ス
'::

ケ
，1
ル
が
-^
㈣
な
‘る
#
異
を
^

す

る

.
か

を

侧

觉

し

ぅ

る

の

丨 

で
ぁ
ろ
、

我
於
國
め
資
料
を
用
ひ
.て
地
域
別
職
業
別
の
比
較
を
行 

3
と
次
表
の
.如V

で
ぁ
る
9 

-

.

':
¥

表
は
金
國
九
鄕
市
の
，飲
食
赀V

ル
ー
.プ
r

w
す
.
'る
序
均的

：：. 

選
擀
义
'ケ

し
ル
0\
變
化
を
示
す
吆
の
で
あ
る
。/
し
か
し
‘こ
，の
.比
較
'

四

七

a
l
s
^-〕

ご
の
方
法
水
與
ぇ
‘る
亥
出
獷
張
線
は
阓
上
の
各
#
を
吊
均
し
た
を 

h

に
、他
な
ら
ず
各
家
族
の
有
す
る
，支
，

獷
出
性
向
そ
の
ま
、
を
示 

す
も
'の
で
は
な
5

6
と
に
往
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
,°
こ

の

こ

と

，
は 

0

が

*
：
it
證

的

に

把

揮

し

ぅ

る

可

能

挫

の

限

界

、を

承

す

も

の

'

で

あ

，
 

h
少
く
と
も
こ
の
_
間

題

に

於

て

；
は

平

~

均
人
の
茭
出
擴
張
饿
則
が
洳
,
.

>
り
'ぅ
る
す
ベ
て
で
あ
る
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叫

锁

跟

線

に

つ

い

て

‘

し
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，
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.
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唆
/1
|
擗

羅

扣

<?
い
て
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,

,

が
嚴
密
啟
窓
味
で
可
能
で
奴
る
た
め
に
は
傅
格
體
系
不
變
と
い
ぅ. 

前
掛
が
滿
た
さ
れ
為
げ
れ
跋
な
を
な
い
9
各
.都
市
P
市
場
’の
、脱
憩 

は

て

紀

：
と

は

&
し
難
W

’が
ら
、
己
の
結
搌
炊
近
似
的
%
も
^
に
'過
' 

貧
，な
い
が
束
京
、

1
大
阪
、
京
都
の1

一j
大
都
市
が
極
め
て
類
似
、し
て 

い
る
办
は
興
味
'あ
る
填
货
で
あ
％

ハ
§
薇
市
锒
ぬ
小
賢
物
憤
.を

檢

.
 

討

し

て

0
、

韻
對
的
兔
愛
び
相
對
的
傻
格
關
係
に
依
を
影
響
を 

除
去
す
.る
b

‘と
は
或
程
度
ま
で
邱
能
で
あ
る
か
らy

の
手
續
ぎ
を 

行

つ

て

,ft
g

^

g

#
:

g

J

it
;
K
% J
tx
!

^

f̂r
.
r
^

 ̂の
規
則
性
が 

發
兄
し
ぅ
必
か
も
し
れ
^
い
Q

1
< 

,

.
M

l
地
域
の
！
：
ー
時
點
に
炎
け
る
職
横
別
の
平
均
的
選
擇
ス
ヶ 

丨
ル
を
此
較
す
る
と
と
は
市
場
狀
態
十
定
の
前
^
が
■
足
さ
れ
て 

,S、K^55 
ら
，'
1
.
.
.
1
^
*
0

で
.；あ
^

。
_
,

;. 

.;' 

、...ぃ

第
一
S

は
^

l
M-r
l
l及
W
そ
の
附
近0
給
料
生
活
请̂
1̂
働
者
と 

を
必
爾
品
の㈣
^
同に夕いて此較した旮のである。

、

- 

S
 
ぃ
S
 

、

' 

. 

,

ノ 

，
’
舉
摩
kf
sr
# 

‘ 

礙

虜

跑

,
.

,

W八

5

H

6

支
肿
彍
晛
方
程
式
^

=

1ル
^ ;
の
常
數
0

は
，
支

川

獷

齓

線

が
 

难
1}
1

.
と
交
つ
，て
出
來
W
截
斤
で
あ
る
が
‘ 

f
e

ore
-
B
o
w
l
e
y

は
そ 

の
大
を
を
以
て
»

#

順̂
位
を
示
す
も
の
と
し
、0
終

11
1
な
る
値
を 

と
る
.財
を
必
^
^1
負
‘ど
^
る
も
の
を
^
澤
1
ど
定
義
し
て
ゐ
る
。
 

こ
れ
に
ょ
.

4

ば
こ
>
^ (
散
げ
た
品
^

^

料̂
^
新
者
に
と
つ
て
.は 

す
ベ
で
必
•！！
§

働
者
に
と
つ
て
は
^
服
明
：0
1以
外
の
'も
の
が
必 

需
品
と
な
つ
て
い
る
"
こ
の
際
や
ー
は
限
界
支
出
係
數
で
杈
つ
て 

米
.麥
費
：.は
_
^.
爽
と
.”も
，M
i負
&

を

.'値

を

'

'4
:
,
.
る
#

m

零̂
に
等
し
，
 

い
;0
全
體
を
通
じ
て
^

の
([
|

が
極
め
で
小
で
叔
る
(0
,
は
ユ
ン
ゲ 

ル
法
則
の
搭
拒
を
示
す
も
ゆ
で
あ
る
。
飲
食
費
、
光
熱
^
の
緊
急 

度
は
勞
働
#
、に
、と
つ
，て
髙
く
、
被
服
毀
、
仕
居
贺
は
給
料
生
沽
# 

に
お
い
て
蘇
い
緊
急
度
，を
承
す
こ
と
に
注
«
さ
れ
た
い
。

-

.N
o
n
l
i
n
e
a
r

'
の
支
出
顿
张
線
> 

’

へ
前
靴
で
ば
.

L
i
n
e
a
r
'

co
'
^:
說

に

基

く

直

線

的

支

出

螈

料

分

祈

9
給

果

i

tr
成

-
^
よ
.
く 

.一
、
致

す

.
る

V.

こ
と
.：
を

知

0 

だ
，
が

そ

れ

は

資

料

か

ら

#'
ら
れ
る
!̂
得
範
11
1
_ 

-

い

て 

灯
こ
と
で
あ
り
て
ご
の
範
圍
以
ド
^
し
く
は
塊
.上
の
所 

得
に
，令%

で
，も|

ロ，■
的
に
妥
當
す
る
と
い
5
保
證
を
興 

え
、る
も
'の
で
は
な
い
9
、
、： 

' 
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1
定
の
市
場
價
格
紕
織
の
下
に
於
で
所
低
水
準
と
は
. 

獨

立

に

一

宠

の

係

數

す

及
び
A
が
帘
効
で
あ
る
と
い

1

弗

殺

培

F

b
 

»
 丨 
o

o

o

ltH
-
r 

4
.
3
7

 

Ypr =
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o
o
s
a
E
-
r
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;̂

ち
こ
と
拉
灘
摇
ス
t

ル
，
の
，
係

數

&
が
所
得
水
準
が
らI

T

立
で 

を
る
こ
'と
を
;l
r
味
す
る
が 

<
れ
に
は
疑
卯
の
餘
地
が
ぁ
る
«
こ
ガ 

0

^

0

0

0

の
*'
效
域
rc
關
、す
る
ぢ
>

ム
し
て
，重
耍p

 

ぁ
癸
が
抑
4
1的
な
解
> #
味
別
の
*

#
に
ゆ
ず
b
本
稿
で
は
從
來
多 

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
.银
^

|1
1
1
轔

八

愤

格

一

^

>

の

形

狀

か

ら

推
 

論 
丁
^
に
と
，̂'
め
て
^
く
。
V

1
シ 

'ャ> ル
は
^
^
!:
の
^

力 

蚀
の
大
小
ぬ
つ
い
て
次
の
如
く
論
じ
て
矽
る
グ
先
ず
；
舣
の
财
に 

つ

い

て

‘ 

,
-
r 

, 

* 

,

、 

•

,

:

:

’

,「

奴

物

の

顧

格

が

喊

略

級

f

と?

で
雈
だ
“
ゆ
坳
咨
に
は
此
の
階
，
 

級
，に
嵐
す
る
，入
速
は
そ
の
伟
s
し
か
贸
ゎ
な
V
へ

.

:

:
具
の
惯
格 

の
^
し
い
低
落
は
そ
の
耑
毁
を
增
，大
す
る
％

耑
埤
の
®
力
性
は
卨 

，い
、慨
格
に
人
ぎ
く
、
そ
し
て
屮
位
の
愤
格
に
火
き
い
か
成
ひ
は
少
，
 

く
と
も
_
常
の
ぜ
谈
の
も
め
で
ぁ
る
が(

そ
ゎ
似
各
め
低
落
に
伴 

つ
て
外
と
な
1

1
f

の

%
に

し

て

飽

和

點

K
I1
進
む 

’餘
ら
ば
师
ヵ
忧
は
漸
次
消
失
ず
るJ

-
次

に
必
耑
f

r

o

wて 

r

必
耑
品
の
場
合
は
例
外
で
ぁ
る)

小
麥
の
儕
格
が
尨
常
に
尚
い 

辱

.も
义
非
噹
祀
低
仏
時
で
‘

ぞ
9
故
要
は
喷
常
忆
小
荩
名
輝
ガ
<

性

し

か

有

し

於

，̂

。

.
ぃ：
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^

•■'い
皮
特
に
對
象
を
必
識
ぽ
の
I
ダ
ル
r
プ
、<,
特
:̂
飮
^
費
グ
ル 

1
ズ

す

る

と

、
該
グV1
ルーブの水準が極めて飯

V 

I

に
妹
弾
力
性
，の
小
さ
い
，虫
食
ロ
細
が

^
'

务
置
れ
rr
^
,
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.
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し
v>
逆
ち
f

水
準
の
厕
め
て 

低
い
場
合
は
副
食
品
のf

贊 

滞
^ 1
f

の
と
，
雖

鄭

和

點

に
 

逹
す
る
か
ら
姆
力
性
は
消
失
す 

る
に
|#.
>̂
'
。
い
ま
^
格
を
^
輸 

:

に
、
耑
恶
量
，を̂

_
に
.
‘と
り
，て 

辦
要
曲
線
を
描
べ
と
べ

' 
曲
M
の 

.兩
端
に
杉
で
、
僩
ヵ
性
係
舰
，の 

値
烬
小
と
致
る.の
で
ぁ
，
る
か 

ら
ハ
仙
線
は
，價
格
軸
に
平
行
な 

直
線
に
漸
姐
す
る
。
さ
て
こ
の
ノ

儕
格
1

消

，嫂

ル

仙

徽

を

所

#

,
 

«(
の
，曲
線
に
置
逢
#
え
名
^

^
 

に
價
格
水
準
が
極
^V

尚
い
こ 

，と
i

所
#'
覿

が

紙

め

て

小

で

ぁ
 

る

&

と

\

は

ご

の

，場

合

同

義

ど
 

考
人
得
る
か
ち
ノ
後
證
は
~前
者
. 

を
祺
返
し
た
形
を
と
る
。
®
セ 

、
必

辑

品

ダ

ル

ル

ナ

に

對

す

る

客
 

出
職
張
®

贤
氤
水
準
を
市
限
，
 

,と
，し
' 雜和を上

P
とす石
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-乂
M}
桢张線に

'
v

s;c

右
上
り
の
肋
線
と
な
；

。
，

• 

•

,

い
ま
我
々
は
先
、ク
必
需
沿
グ
ル
ー
プ
に
對
し
て
も
'
*勁
で
'、あ
、
 

，客

'̂
た
^
尤
の
©
八
P
に
ゆ
下
限
と
な
る
緊
急
水
準
が
負
と
な
る
か 

:常
！！

の
如
く
な
る
沢
上
半
部
の
形
狀
は
理
論
的
に
承
認
し
得
る
も 

_

あ
る
。
し
た
が
，つ
て
我
々
は
t 

X

に

述

ベ

.
た

如

着

條

件

を

滿
 

(

足
^
.
.る
函
數
形
.を
缸
出
す
こ
と
•に
ょ
り
支
出
職
張
方
程
式
の
一
般 

式
と
^
，
て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
G

こ
の
.様
な
形
狀
の
支
出
撕
版
線
が 

#
か
れ
る
，場
合
に
は
限
#
東
出
係
數k

一 

は
所
得
水
寧
に
應
じ
で

"
變
牝
，す
る
.か
ら
そ
0.
密
此
要
因
た
'
る

_

擇

ス

ケ

ー

ル

の

係 

/
數
、
ミ

.は
所
得
水
準
の
從
屬
變
數
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
 

成

い
はN

o
n
l
i
n
e
s

の
選
擇
ス
ケ
1
ル

を

^

え

ぶ

か

し 

-

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-

’

. 

'さ
て
农
に
述
べ
"た
支
队
搬
政
法
則
の
找
證
性
を
资
料
に 

飲

つ

ベ

檢

討

す

る

と

昭

，
和

「

|
ニ
年
^
國
九
都
市
の
ぅ
ち 

'
五
部
市
の
資
料
が
略
く
豫
想
さ
、れ
る
如
き
形
狀
の
相
關
點 

、
»
を
與
え
、
'放

，
昭

和

六

丨

七

，年

の

全

國

勞

慟

者

平

均

の

資
 

料
も
こ
の
條
件
を
滿
足
す
る
。
總
て
の
资
料
が
，必
じ
も
豫 

,
.想
通
り
の
紕
见
を
示
さ
な
い
の
'は
家
計
_

茶

の

例

數

が

，極 

:
め
て
小
で
あ
る
た
め
標
本
！

f

均
値
の
彻
集
圈
平
均
か
ら
の 

偏
差
が
大
ふ
な
る
被
果
で
あ
る
と
/も
•考
え
ら
れ
る
。
炙
に 

き
.
'
N
ogy
n
'
e
a
r
支
_

張
線
の
方
程
式
と
し
て

办«
|

ホ

ク ）

如

は
双
曲
雨
數
の
正
切
の
式
卽
ち

^
屮
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